
1 

 

東
京
能
楽
囃
子
科
協
議
会
定
式
能
二
〇
二
六
年
六
月
公
演 

解
説 

 
  

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
世
の
中
で
、
音
楽
と
伝
統
芸
能
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
二
〇
二
六
年
度
最
初
の 

定
式
能
を
迎
え
ま
す
。
和
歌
の
徳
を
言
祝
ぐ
小
野
小
町
に
菩
薩
の
世
界
を
ひ
き
つ
れ
た
和
泉
式
部
。
舞
囃
子
と
能

で
源
義
経
と
弁
慶
の
異
な
る
時
期
の
エ
ピ
ソ
ổ
ド
を
描
き
ま
す
。
想
い
を
鼓
に
込
め
て
謡
う
曲
も
あ
り
、
野
山
に

咲
く
夫
婦
の
霊
も
あ
り
ま
す
。
老
若
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
今
こ
の
時
の
舞
台
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 ・

宝
生
流
舞
囃
子
「
草
紙
洗
」…
や
わ
ら
か
く
人
情
味
の
あ
る
中
之
舞
(
ち
ỷ
う
の
ま
い
) 

清
涼
殿
の
歌
合
で
大
伴
黒
主
は
小
野
小
町
の
歌
を
万
葉
集
か
ら
の
盗
作
で
あ
る
と
糾
弾
し
ま
す
。
小
町
が
歌
の
書

か
れ
た
万
葉
集
の
草
紙
を
洗
う
と
後
か
ら
書
き
入
れ
ら
れ
た
和
歌
の
墨
は
流
れ
、
自
身
の
潔
白
が
証
明
さ
れ
た 

小
町
は
黒
主
を
許
し
、
舞
を
舞
い
ま
す
。
和
漢
朗
詠
集
よ
り
引
か
れ
た
漢
詩
で
始
ま
る
舞
囃
子
は
祝
い
の
舞
で
あ

り
、「
四
海
の
波
も
四
方
の
国
々
も
」
治
ま
る
世
、
戸
ざ
し
を
さ
さ
ぬ
(
盗
賊
の
恐
れ
の
無
い
)
平
和
な
世
の
中
は

今
も
昔
も
人
々
の
願
い
で
す
。
笛
は
森
田
流
、
小
鼓
は
幸
清
流
、
大
鼓
は
大
倉
流
で
す
。 

 

・
観
世
流
舞
囃
子
「
誓
願
寺 

乏
佐
之
翔
」…

古
来
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
ど
ỵ
し
り
と
し
た
翔
(
か
け
り
) 

踊
念
仏
で
知
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
中
期
の
僧
侶
、
一
遍
上
人
(
一
二
三
九
Ộ
一
二
八
九
年
)
が
京
都
の
誓
願
寺
で 

御
札
を
広
め
て
い
る
と
、
和
泉
式
部
の
霊
が
菩
薩
衆
と
共
に
姿
を
現
し
て
、
上
人
の
手
に
よ
り
書
か
れ
た
額
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
を
拝
ん
で
舞
を
舞
い
ま
す
。
小
書
「
乏
佐
之
翔
(
ぼ
さ
の
か
け
り…

乏
佐
は
菩
薩
の
当
て

字
)」」
は
シ
テ
方
観
世
流
に
あ
る
演
出
で
、
常
は
太
鼓
序
之
舞
を
舞
う
代
わ
り
に
カ
ケ
リ
が
は
い
り
ま
す
。
今
回

の
舞
囃
子
で
は
ク
セ
の
中
ほ
ど
か
ら
始
ま
り
、
カ
ケ
リ
中
で
シ
テ
が
拝
む
型
の
後
に
太
鼓
が
調
子
を
早
め
サ
ラ
リ

と
変
化
、
シ
テ
が
「
げ
に
も
妙
な
る
称
名
の
数
々
」
と
念
仏
の
響
き
渡
る
様
子
を
謡
い
ま
す
。
音
楽
と
共
に
香
が

薫
り
花
が
雪
と
降
る
仏
教
世
界
を
描
く
曲
で
す
。 

笛
は
一
噌
流
、
小
鼓
は
幸
流
、
大
鼓
は
高
安
流
、
太
鼓
は
金
春
流
で
す
。 

 

・
宝
生
流
舞
囃
子
「
船
弁
慶
」…

早
笛
(
は
や
ふ
え
)
で
荒
れ
る
海
と
浮
か
ぶ
怨
霊
一
同
を
、
舞
働
(
ま
い
ば
た
ら

き
)
で
勇
将
の
亡
霊
の
脅
威
を
表
現 

源
平
合
戦
後
、
源
頼
朝
と
不
仲
と
な
り
追
わ
れ
る
身
と
な
ỵ
た
源
義
経
・
弁
慶
一
行
は
大
物
浦
(
現
在
の
兵
庫
県

尼
崎
市
大
物
町
周
辺
の
港
)
か
ら
西
国
に
向
け
て
船
出
し
ま
す
。
海
上
が
に
わ
か
に
荒
れ
て
現
れ
た
平
家
の
怨
霊

の
う
ち
、
剛
勇
で
知
ら
れ
た
平
知
盛
の
霊
が
薙
刀
を
ふ
る
ỵ
て
船
を
襲
い
ま
す
が
、
弁
慶
が
数
珠
を
も
み
「
東
方

降
三
世
(
と
う
ぼ
う
ご
う
ざ
ん
ぜ…

東
方
に
配
さ
れ
た
明
王
)」
か
ら
始
ま
る
東
西
南
北
中
央
の
五
大
明
王
を
上
げ

て
祈
り
退
け
ま
す
。
笛
は
森
田
流
、
小
鼓
は
幸
清
流
、
大
鼓
は
高
安
流
、
太
鼓
は
観
世
流
で
す
。 

 

・
独
調
「
籠
太
鼓
」…

鼓
が
告
げ
る
時
間
の
流
れ
と
想
い
の
強
さ 

牢
(
籠
)
か
ら
逃
げ
た
夫
の
代
わ
り
に
捕
え
ら
れ
た
妻
は
、
狂
乱
の
態
で
夫
を
か
ば
い
そ
の
志
に
免
じ
て
夫
婦
と

も
に
許
さ
れ
ま
す
。「
独
調
」
は
囃
子
の
打
楽
器
の
一
つ
と
謡
い
手
の
二
人
に
よ
る
上
演
形
態
で
、
囃
子
の
流
儀
に

よ
ỵ
て
は
「
独
鼓
」
と
も
言
い
、
楽
器
は
能
の
曲
中
で
通
常
打
た
れ
る
手
(
打
ち
方
の
バ
リ
エ
ổ
シ
ἂ
ン
)
を 

打
ち
ま
す
。
時
報
代
わ
り
の
鼓
を
自
ら
打
ち
な
が
ら
恋
し
い
夫
の
ま
ぼ
ろ
し
を
見
る
「
鼓
之
段
」
の
「
六
つ
、 

五
つ
、
四
つ
、
九
つ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
午
後
の
「
六
時
、
八
時
、
十
時
、
十
二
時
(
真
夜
中
)」。
夜
が
更
け
る
に
つ

れ
て
募
る
想
い
を
小
鼓
幸
流
が
シ
テ
方
宝
生
流
の
謡
で
華
や
か
に
伝
え
ま
す
。 
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・
一
調
「
女
郎
花
」…

地
獄
の
責
苦
も
な
ん
の
そ
の
。
風
に
さ
ま
よ
う
恋
ご
こ
ろ 

行
き
違
い
か
ら
男
の
心
を
疑
ỵ
て
川
に
身
を
投
げ
た
女
の
塚
か
ら
咲
い
た
女
郎
花
(
お
み
な
め
し…

オ
ミ
ナ
エ

シ
。
秋
の
七
草
の
一
つ
で
万
葉
集
等
の
歌
に
詠
ま
れ
た
。
粟
粒
の
よ
う
な
黄
色
い
花
で
乾
燥
す
る
と
独
特
の
匂
い

を
発
す
る
)。
花
に
手
を
伸
ば
す
と
恨
む
よ
う
に
離
れ
る
様
子
を
悲
し
み
男
も
ま
た
女
の
後
を
追
い
ま
す
。
お
互
い

へ
の
執
心
か
ら
地
獄
で
悪
⿁
に
責
め
ら
れ
る
二
人
で
す
が
回
向
を
頼
み
秋
の
夜
に
消
え
て
い
き
ま
す
。「
一
調
(
い

ỵ
ち
Ỹ
う
)」
は
シ
テ
方
の
謡
と
共
に
打
楽
器
の
一
つ
が
常
と
違
う
手
を
打
つ
、
扱
い
の
重
い
演
奏
形
態
で
、
今
回

は
ク
セ
の
後
半
か
ら
謡
が
始
ま
り
翔
を
抜
い
て
キ
リ
ま
で
を
打
ち
ま
す
。
甲
(
チ
)
の
音
の
多
用
が
特
徴
的
な 

小
鼓
観
世
流
で
す
が
、
曲
中
で
は
意
外
に
も
甲
を
打
つ
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
滅
多
に
出

て
こ
な
い
「
ツ
(
手
を
完
全
に
は
鼓
か
ら
離
さ
ず
に
打
つ
粒
)」
の
音
を
使
う
、
ホ
ド
(
ほ
ど
よ
い
箇
所
に
打
つ 

打
法
)
の
手
が
所
々
に
散
り
ば
め
ら
れ
る
、
等
や
は
り
流
儀
の
特
徴
を
生
か
し
た
手
組
み
と
な
ỵ
て
い
ま
す
。 

※
よ
ろ
し
け
れ
ば
英
語
解
説
も
お
読
み
く
だ
さ
い 

 

・
狂
言
「
八
尾
」…

狂
言
の
囃
子
事
、
⿁
が
亡
者
を
追
い
立
て
る
場
面
で
囃
さ
れ
る
「
責
メ
」 

河
内
の
国
八
尾
の
里
(
現
在
の
大
阪
府
八
尾
市
。
別
名
で
八
尾
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
る
常
光
寺
が
あ
る
)
の
亡
者
が

六
道
の
辻
で
閻
魔
王
と
出
会
い
、
地
獄
へ
責
め
落
さ
れ
よ
う
と
し
た
際
に
八
尾
の
地
蔵
か
ら
の
手
紙
を
渡
し
ま

す
。
読
み
な
が
ら
、
か
つ
て
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
に
あ
ỵ
た
地
蔵
と
の
思
い
出
を
懐
か
し
そ
う
に
語
る
閻
魔
で
す

が
、
強
気
に
な
ỵ
た
亡
者
の
要
望
で
し
ぶ
し
ぶ
極
楽
浄
土
へ
と
送
り
届
け
ま
す
。
強
面
な
の
に
昔
の
恋
に
の
ろ
け

る
閻
魔
大
王
と
、
と
ぼ
け
た
様
子
な
が
ら
し
た
た
か
な
亡
者
の
や
り
と
り
が
愛
お
し
い
狂
言
で
す
。 

笛
は
森
田
流
、
小
鼓
は
幸
清
流
、
大
鼓
は
高
安
流
、
太
鼓
は
金
春
流
で
す
。 

 

・
観
世
流
能
「
橋
弁
慶 

笛
之
巻 

弦
師
」…

牛
若
＆
弁
慶
が
ビ
ổ
ト
に
乗
ỵ
て
格
闘
を
展
開 

若
き
日
の
源
義
経
と
武
蔵
坊
弁
慶
の
五
条
の
橋
で
の
対
決
か
ら
主
従
関
係
を
結
ぶ
ま
で
を
描
い
た
現
在
能
で
す
。

小
書
「
笛
之
巻
」
が
付
く
こ
と
で
前
場
が
常
の
弁
慶
と
ト
モ
の
や
り
取
り
か
ら
全
く
変
わ
り
、
シ
テ
は
義
経
の
母

常
盤
御
前
を
演
じ
ま
す
。
亡
き
夫
義
朝
の
家
来
の
羽
田
十
郎
秋
⾧
か
ら
、
鞍
馬
寺
に
預
け
た
は
ず
の
息
子
牛
若
丸

が
夜
な
夜
な
五
条
の
橋
で
人
斬
り
を
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
常
盤
御
前
は
、
牛
若
を
呼
ん
で
弘
法
大
師
伝

来
の
笛
を
み
せ
な
が
ら
諫
め
ま
す
が
、
牛
若
は
最
後
に
あ
と
一
度
と
五
条
の
橋
に
出
か
け
ま
す
。
月
の
光
の
照
ら

す
下
、
鎧
に
身
を
固
め
⾧
刀
を
ふ
る
う
弁
慶
と
太
刀
を
ふ
る
う
牛
若
丸
の
激
闘
後
、
二
人
は
互
い
に
名
乗
り
合
い

主
従
の
契
り
を
結
ん
で
九
条
の
邸
へ
と
帰
ỵ
て
い
き
ま
す
。
早
鼓
に
よ
る
子
方
と
ワ
キ
の
中
入
り
と
入
れ
替
わ
り

に
登
場
す
る
狂
言
の
や
り
と
り
、
後
場
の
義
経
と
弁
慶
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
(
一
セ
イ
)
の
後
に
戦
闘
場
面
で
は 

中
ノ
リ
(
ち
ỷ
う
の
り…

勢
い
を
つ
け
て
運
ぶ
リ
ズ
ム
的
効
果
を
持
つ
能
の
唄
法
)
の
謡
と
囃
子
が
場
面
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
シ
テ
は
前
場
で
は
子
を
案
じ
る
母
を
、
後
場
で
は
剛
勇
の
弁
慶
を
演
じ
ま
す
。
ま
た
子
方
は
主
役
と

も
言
え
る
ほ
ど
セ
リ
フ
も
動
き
も
多
く
縦
横
無
尽
に
活
躍
し
ま
す
。
も
う
一
つ
の
小
書
「
弦
師
」
は
狂
言
の
替
間

(
か
え
あ
い
)
で
、
牛
若
丸
に
驚
い
て
五
条
の
橋
か
ら
逃
げ
て
き
た
弦
師
(
つ
る
し
)
と
そ
れ
を
か
ら
か
う
通
行

人
の
寸
劇
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
笛
は
一
噌
流
、
小
鼓
は
大
倉
流
、
大
鼓
は
葛
野
流
で
す
。 

 

文
責
⽇
小
鼓
方
観
世
流 

岡
本
は
る
奈 

 


